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エイジング時の湿度が被服に付着した油脂汚れの自動酸化並びに洗浄性に及ぼす影響(第4報）

杉原黎子*　○安藤久子¨　藤谷　健.3 （.岡山大，¨岡山女短大･ 3広島経済大）

【目的】環境保全のための衣類のまとめ洗い・洗剤液の繰り返し使用を前提として,油脂

汚れを対象に,汚れ付着後の変質と洗浄性の変化を検討してきた。前報1)において，環境

中の湿度の影響について調べた結果,綿布上に塗布した油脂の酸化に対する湿度の影響は

大きく，湿度の高いほうが酸化速度が大となり，またがﾘｪｽﾃﾙ布では湿度の影響は少ないが

酸化速度は綿布より速かった。本報では,他のｾﾙDｰｽ繊維においてもこれと同様の結果とな

るのかどうか,確認することを目的とした。

【方法】皮脂汚れのﾓﾃﾞﾙには,ﾗｰﾄﾞ"より不飽和脂肪酸含量の少ない牛脂を｡試験布には綿

ｶﾅｷﾝ(Co布).ﾚｰ3ﾝﾓｽﾘﾝK.V布).齢ﾘＩｽﾃﾙﾓｽﾘﾝ(Pe布)を精製して用いた。汚染布は,前報11と同

様の方法で作製した。ｴｲｼづｸﾞは,恒温恒湿器ゆlIL-1 I2Tﾀﾊﾞｲｪｽﾍ1>≫中で,40°C50%RH及び

90%RHで行った。ｴｲｼﾞﾝｸﾞ後，汚染布上の牛脂を抽出し，自動酸化の指標としての過酸化物

価(PV)とｶﾙＦﾆﾙ価(CV)を測定した。一方，恒温振盈機を用いて40°Cの0. 2y.LAS溶液中で洗

浄し，洗浄布に残留した牛脂量をGLCで定量して，洗浄による除去率を求めた。

　【結果】申90SRHにおけるｴｲｼﾞﾝｸﾞでは, ｾﾙﾛｰｽ繊維布上の牛脂のPV･CVに, Iｲｼ"jｸﾞに伴う

増加が見られ，特にliy布で顕著であった。　しかし. I'o布ではほとんど変化は見られなかっ

た。50%RHでは，いずれの試験布においても，ほとんど変化は見られなかった。ダ汚れ除去

率は，ｾﾙﾛｰｽ繊維の場合，ｴｲｼうｸﾞ日数とともに低下し，特にｴｲｼづｸﾞ初期の変化が顕著であっ

た。Pe布では, 50%RHの時は30日の１ｲｼﾞﾝｸﾞ期間を通してほとんど変化が見られなかった

が, 90SRHでは, 5日目以降に汚れ除去串の増加が見られた。1)杉原他：!旦，809(1997)
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【目的】前報!>～3)では､染色した層状のフィルムを川い､塩素系漂白剤にリン酸エステル型界面

活性剤を添加して漂白処理すると漂白効果が増力IIし、内層フィルムへの漂白剤の浸透･拡散が

促進される現象を報告した。そこで本報では浸透･拡散効果に着目してさらに詳細な漂白実験

を行った。

【方法】漂白剤としては次亜塩素酸ナトリウムを上成分とする巾販漂白剤(0.1%)を川い、界面活

性剤は､リン酸エステル型界面活性剤3種類SLF^-N、DNPP-4､TDP-10(日本ｻｰﾌｧｸﾀﾝﾄ(株)

製)を添加濃度(0.01～0.20%)で川いた。漂白方法は前報3)に準じ､時間(10～90分間)､温度

(40℃)で行った。漂白による染料の退色量は､各フィルムのスペクトルから算出した。

【結果】25%ピリジン水溶液を川いて染色フィルム及びフィルム中の染料を抽出し､フィルム中の

染料の定量を行った。3種の界面活性剤について漂白剤への添加効果を染色フィルムlO層中

の染料の退色量で調べたところ無添加に比べ３種とも第i屑日の漂白率が大きく、且つ､内部の

層まです十み､漂白された染料の総量も著しく増人した。
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